
深夜騒音にご注意を
年末の忘年会シーズンには、深夜の飲食店からの騒音に関する苦情が数
多く寄せられます。「神奈川県生活環境の保全等に関する条例」では、店内
で発生する音のみならず、営業が誘因で発生する店外の人声なども、公害
が生ずることがないように努めることとされています。飲食店は、条例を
遵守し、生活環境の保全に努めてください。
担当 生活安全課　☎046（252）8214　 FAX 046（257）7743

母子家庭等自立支援教育訓練給付金
教育訓練給付指定講座（介護職・医療事務・パソコン研修など）を受講・修
了した場合、受講料の一部を支給します。
対象 �20歳未満の子どもを扶養している市内在住のひとり親で、次の全てに
該当する方

　　⃝児童扶養手当受給者または同等の所得水準である
　　⃝講座受講が必要と認められる
　　⃝過去に同給付金を受給していない
　　⃝�社会福祉法人神奈川県社会福祉協議会が実施する「ひとり親家庭高

等職業訓練促進資金」の貸し付けを受けていない
対象講座 雇用保険法における次の指定教育訓練講座のうちいずれかの一つ
　　　　⃝一般教育訓練　⃝特定一般教育訓練　⃝専門実践教育訓練
支給額 �対象講座の入学金・受講料の60パーセント相当額（▼一般教育訓練

給付金または特定一般教育訓練給付金=受講料が20万円を超える
場合は20万円▼専門実践教育訓練給付金=入学金・受講料が40万円
を超える場合は修業年数×40万円で上限160万円）

※給付額が1万2,001円を超えない場合は給付を受けられません。
※�公共職業安定所（ハローワーク）で教育訓練給付金の受給資格がある方
は、公共職業安定所から支給された金額を差し引いて支給します。
※申請前に市で面接を行います。
母子家庭等高等職業訓練促進給付金
専門的な資格取得を援助する高等職業訓練①促進給付金②修了支援給付
事業を実施します。
対象 �20歳未満の子どもを扶養している市内在住のひとり親で、次の全てに
該当する方

　　⃝児童扶養手当受給者または同等の所得水準である
　　⃝1年以上継続して資格取得が見込まれる
　　⃝仕事または育児と修業の両立が困難である
　　⃝過去に同給付金を受給していない
対象資格 �准看護士、看護師、介護福祉士、保育士、理学療法士、調理師、

製菓衛生師、美容師、シスコシステムズ認定資格、LPI認定資格な
どのデジタル分野の民間資格

支給条件 �4年を上限として1年以上養成機関で修業すること（令和3年4月�
1日以降に受講を開始した場合は、6カ月以上で対象となる資格
があります）

支給額 �月額①▼市民税非課税世帯=10万円▼市民税課税世帯=7万500円
（いずれも最終年の1年間は4万円を加算）②▼市民税非課税世帯=�
5万円▼市民税課税世帯=2万5,000円

※申請前に市で面接を行います。
神奈川県母子父子寡婦福祉資金貸付制度（県事業）
母子・父子家庭や寡婦の方を対象に、経済的な自立や子どもの修学のため
の資金貸し付けを行います。
就学支度資金（入学金）�小・中・高等（専修）学校、専門学校、短期大学、大学な

どの入学に必要な資金（6万4,300円〜58万円）（小・中
学校は非課税世帯のみ）

修学資金 �高等（専修）学校、専門学校、短期大学、大学へ修学するために
必要な資金（月額1万8,000円〜7万2,330円）

※いずれも申請から約2カ月かかります。
ひとり親家庭等日常生活支援事業
母子・父子家庭や寡婦の方を対象に、急な病気などで家事や育児などに困
ったときに、家庭生活支援員を派遣します。
支援内容 乳幼児の保育、調理、掃除、買い物など（年度内40時間）
費用 1時間70円〜150円（非課税世帯は無料）

・・・・・ 共通事項 ・・・・・
各制度を利用する場合は、事前相談が必要です。事前相談の申し込みは
電話、ファクスまたは直接担当へ
担当 こども家庭課　☎046（252）8025　 FAX 046（255）5080

ひとり親家庭の支援制度

子育て・教育 ざまホットライン　ざまホットライン　Z AM A HOT LINEZ AM A HOT LINE

安全・環境 ざまホットライン　ざまホットライン　Z AM A HOT LINEZ AM A HOT LINE

交通安全推進大会
市交通安全対策協議会主催による「座
間市交通安全推進大会」が、11月25日
にハーモニーホール座間で開催され、交
通事故の犠牲者に対する黙祷や交通安全
宣言を行いました。
また、交通安全功労者、交通安全ポス
ターコンクール、交通安全標語の入賞者
の表彰式を行い、次の方々を表彰しまし
た（敬称略）。
交通安全功労者表彰

【個人】
脇坂康彦（都南自動車教習所）
土屋宜寛（緑ケ丘）
片本亮（相模が丘）

市ホームページ

年末年始のごみなどの収集日程
～日程を確かめて正しく出しましょう～

地区 燃やすごみ
・草木類

缶・ビン・紙・
布・廃食油

ペット
ボトル

プラスチック
製容器包装

燃えない
ごみ

A 相模が丘
12月28日㈭ 12月20日㈬ 12月22日㈮ 12月26日㈫ 12月27日㈬

1月4日㈭ 1月10日㈬ 1月5日㈮ 1月9日㈫ 1月31日㈬

B
ひばりが丘、
小松原、広野
台、さがみ野

12月28日㈭ 12月15日㈮ 12月27日㈬ 12月26日㈫ 12月22日㈮

1月4日㈭ 1月5日㈮ 1月10日㈬ 1月9日㈫ 1月26日㈮

C
東原、

南栗原、西栗
原、栗原中央

12月30日㈯ 12月21日㈭ 12月22日㈮ 12月26日㈫ 12月28日㈭

1月6日㈯ 1月4日㈭ 1月5日㈮ 1月9日㈫ 1月25日㈭

D入谷東、入谷西、立野台
12月30日㈯ 12月19日㈫ 12月22日㈮ 12月28日㈭ 12月26日㈫

1月6日㈯ 1月9日㈫ 1月5日㈮ 1月4日㈭ 1月30日㈫

E
座間、新田宿・
四ツ谷、明王、
緑ケ丘・相武
台、栗原

12月29日㈮ 12月18日㈪ 12月27日㈬ 12月28日㈭ 12月25日㈪

1月5日㈮ 1月8日㈪ 1月10日㈬ 1月4日㈭ 1月29日㈪

ごみなどの年末最終収集日（上段）と年始最初の収集日（下段）は下表
の通りです。
年末年始は、大掃除やお正月の準備などでごみの量の増加が見込まれる
ことから、分別があいまいにならないよう、計画的な排出にご協力くださ
い。また、排出は決められた日の8：30までにお願いします。
し尿などの年末年始の収集日程
⃝し尿の年内最終受け付け　12月26日㈫まで
⃝生活排水の年内最終受け付け　12月28日㈭まで
⃝�高齢者等戸別収集　▼年末＝月曜収集地区は12月25日㈪まで、金曜収
集地区は12月22日㈮まで▼年始＝月曜収集地区は令和6年1月8日㈪か
ら、金曜収集地区は1月5日㈮から

※�「燃やすごみ・草木類」の収集は、E地区は12月
29日㈮、C・D地区は12月30日㈯に臨時収集を行
います。
※�収集日は市ホームページまたは市LINE公式アカ
ウントからも確認できます。
担当 クリーンセンター　☎046（252）8724　 FAX 046（252）7641

市ホームページ

五十嵐茂（相模が丘）
【団体】
西濃運輸座間支店　　　　　　　　　　　
交通安全ポスターコンクール
最優秀賞　　　山村苺々（座間中学校2年）
優秀賞　　　　髙橋澪（入谷小学校1年）
　　　　　　　矢野絢菜（栗原小学校4年）
　　　　　　　飛田篤人（栗原小学校6年）
　　　　　　　田中亜弥（南中学校3年）
座間地区青少年交通安全連絡協議会特別賞　
宗廣謙吾（立野台小学校5年）
交通安全標語
最優秀賞　　　岩堀多起子（新田宿）
優秀賞　　　　秋吉真成人（相武台東小学校2年）
　　　　　　　小田幸（ひばりが丘小学校4年）
　　　　　　　川本知希（相模野小学校6年）
　　　　　　　萩原美幸（栗原中央）
座間地区青少年交通安全連絡協議会特別賞
新宅愛絆（旭小学校4年）
担当 生活安全課　☎046（252）8158　 FAX 046（255）3550

8 広 報 2023（令和5）年12月1日　No.1184

みんなで築こう　人権の世紀〜考えよう　相手の気持ち　未来へつなげよう　違いを認め合う心〜
� 担当 人権・男女共同参画課　☎046（252）8087　 FAX 046（252）0220


